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科学力と国際力を伸ばす
次世代科学技術人材の育成ブログラム
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理科好きの皆さん、たとえば以下のような夢や希望を持つていませんか？これをかなえるために
は、専門的な知識や技術1.:1旧え、現代では国際的な素養も必要になリます．

●生命から宇宙に至る榛々な自然現象に強い関心があり、科学者として活躍したい。
●実験や物作りが好きで、大学や研究機関などで働きたい。
●精密機器やITを駆使した先端的研究に興味があり、属連した職業に就きたい。
・先端科学や科学的思考法を学び科学的素養を企業や マスコミで活かしたい．
●国際的な科学研究プロジェクトに参加し海外で活躍したい．

園際的に活躍する人になるためには、世界基準での科学技術を学ぷことが重要です。愛媛大学は優
れた先端研究センター群を擁し「愛媛から世界に発信する大学」です。また愛媛県には国際的に活
躍する科学技術系の企業が数多く立地しています。このような愛媛の研究賣産や産業技術を活用し
て、世界基準での科学技術への深い理解を養い、グロー,�レな視点で科学技術にイノペーションを
起こし、世界で活躍する科学技術人材を育成することが、このプログラムの目的です．

このプログラムには科学的センスと国際的センスを習得するための1年以上継続した学習内容が用
意され、次のような人材の育成を目指しています．したがって、将来、科学技術分野で活躍したいと
思っている人は、ぜひこのプログラムを受講して、一足早く世界にチャレンジして下さい。

●世界基準の科学技術への深い理解をもつ
●既存の科学技術を遅解した上で、ブレークスルーとなり得る疑問を持つ
●疑問を解決するために粘り強く、多角的に情報を分析し、解決法を考えつく
・多方面から意見や協力を取り入れて、相乗的に課題を深化させる
●研究成果を世界に向かって伝撮できる
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高等学校、高等専門学校の1-2年生

及び中等教育学校4-5年生

40名…· 無料

ホームページ参圃
https://ehime-u-gsjp 

（愛媛大学eGS
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愛媛と世界を結ぶ科学技術、資源・産業を活かした
新産業を創出し、世界で活躍する科学技術人材育成

応冨・書顕盪出・ブレチャレンジ

一遍織＿�

一屯且��
講襲、実験、見学、ティスカッション
予詈、復詈のレポー ト撮出
動画やe-ラーニングによる聴講も可
〈平慮30年11の檀戴実纏鋼）
・薫とエネルギー

・竃気とエネルギー
•生命浩馳とタンバク質
一高精魔生体情蒋計瀾と農作物生蘊
•お札の技術と新たな甑製品1111発
・見えない地球の中を『見る』
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旱璽遍箪
一

遍鸞遍箪

宇咤
研究計画の提案→教員によるアドバイス
研究内容の墨遭化→担当教員の還定
研究開始（早期還抜8月頃、遍常遺抜1月項）
〈平慮30年魔甍講生による碍覧鯛償鱚學●»
・貝11!1燒咸カルシウムの陰薗効畢（運）
・スマホゲ＿ム向けイヤホンの作襲｛エ）
・トマトのリコピンの熱安定性(a)
•生物に対するカフェインの影響（匿）

墓璽知識、墓本技術、饂票力、洞察力、情罐分析力、論遷的思考力、
課置発見力、研究偏運、生命債運、基墨釣科学英語力などを脅咸

基蝙学冒の実籠例

先端科学研究への取り組みとシナジエティックな研究展開
先端科学技循の運隣、リーダーシップと協調性、遍帯意識、

独創性、創造性などを冑成

一
課研究の進捗状況の報告CF.11~2固程度）
研究成果の報告会（学内・学外）
学会やコンテストに参加
外国人研究者や留学生との交流

〈平慮30年塵の攣会霙嘉鯖｝
・日本生物敦青学会（愛知教育大学旧件
〈平朧30年属の園層惨冑扇賽篇鋼〉
詈学生とのブレ—ンストーミング
・外国人研究奮の講艤
・ニュージーランドでの研修と潤地調董
・インドネシアでの研究交源と賽顧

世界墓準の科学技術の体験、科学技術論文の翫解、異文化交源
専門分野の英語力、英会話力、グローバルな視点国際性、
プレゼンカ、動労怠欲、将来展望などを育成

斃●攣冒の寅籍鋼




